
指導と評価の年間計画（シラバス） 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅲ ４ 第３学年 

東京書籍「Power On English 

Communication Ⅲ」 

同ワークブック 

「英文読解 G トレ」(アルク) 

「NEWSBREAKS」(エミル) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・コミュニケーション英語Ⅲの授業は、「話すこと」、「書くこと」、「聞くこと」、「読むこと」という４技能の力をつけ

る授業です。そのため、聞いたり読んだりしたことを基に情報や考えなどについて話したり書いたりする言語活動を

多く行います。授業では積極的に活動に参加しましょう。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意識して学習する

ことが大切です。常に「英語を使う」ということを意識して学習しましょう。 

・音読は外国語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人

にきちんと伝わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅲ」（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書のワークブック、読解・音読教材、多読教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

・聞いたり読んだ

りしたこと、学

んだことや経験

したことに基づ

き、情報や考え

などをまとめ発

表することがで

きる。 

・身近な問題であ

れば要点をまと

めながら１分間

程度で話すこと

ができる。 

コミュ英Ⅲ 

プレゼンテ

ーション・ 

スピーチ 

 

 

 

 

・与えられたテーマ

について論点や根

拠などを明確にし

ながら書くことが

できる。 

・文章の構成を意識

して書くことがで

きる。 

・説明や描写の表現

を工夫して相手に

伝わるように書く

ことができる。 

コミュ英Ⅲ 

ライティン

グ課題 

定期考査 

 

 

 

・まとまった文章

を聞いて情報や

考えなどの概要

を正確に理解す

ることができ

る。 

・教師による英語

でのまとまりの

ある発話を理解

することができ

る。 

コミュ英Ⅲ 

リスニング

テスト 

定期考査 

 

・パラグラフの

つながりや

文章全体の

構成を理解

して読める。 

・説明、評論、

物語、随筆な

どを読み情

報を正確に

理解できる。 

 

コミュ英Ⅲ 

リーディン

グテスト 

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動  

 

 

 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit 1 

Lesson 

１～５ 

 (10時間) 

 

短めの説明文読

解を通して以下

のリーディング

スキルを身に着

ける。 

文の構成（主語

と述語動詞）、パ

ラグラフ構成、

文章の構成、デ

ィスコースマー

カーに着眼する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシート提出時

に内容を取り組み

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・短い英文を読み、そ

の内容を口頭で要約

する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、自分の将来の夢に

ついて伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・短い英文を読んで、

その内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、自分の考えを話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・英語での問いに、英

語で答えることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

 

・True or False？や

Activity の設問に正し

く答えることができ

る。 

 

・内容を考えながら、

抑揚を付けてしっ

かりと音読できる。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・様々な題材の英文を

読むことを通じて、

社会の出来事に関心

を持ち、教養を深め

る。 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・ディスコースマーカ

ーの使い方を理解

している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6 

(8時間) 

異文化理解 

（論説文） 

 

ハロウィンの起

源となる古代ケ

ルト人の祭事に

ついて知る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・ハロウィンの起源に

ついての説明を読ん

で、その内容を口頭

で要約する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、まとめた内容につ

いて伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・内容の要点を正確に

捉え、整理し、それ

をまとめて書くこ

とができる。 

 

・読んだことについ

て、他者に分かりや

すく話すことがで

きる。 

 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・英語での問に自分の

英語で答えることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・CD を聴いて概要を捉

えた後に質問に答え

る。 

 

・未知語を予想しなが

ら読むことができ

る。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・ハロウィンの起源と

なるケルト人の祭事

について、本文の内

容にそって、説明す

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・付帯状況の with に

ついて理解している 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



   

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

(8時間) 

科学 

（エッセイ） 

 

イグ・ノーベル

賞を受賞したユ

ニークな研修内

容を知るととも

に、イグ・ノー

ベル賞の意義に

ついて考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・イグ・ノーベル賞に

ついてのエッセイを

読んで、その内容を

口頭で要約する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・内容の要点をまとめて

ワークシートに書く。 

 

 

 

 

 

 

 

・内容の要点を正確に

捉え、整理し、それ

をまとめて書くこ

とができる。 

 

・読んだことについ

て、他者に分かりや

すく話すことがで

きる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

「外国語理解の能力」 

 

・一部聞き取れないと

ころがあったとして

も、全体の流れをし

っかりと音声から理

解できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Q&A などにより本文を

読み進めながら内容を

理解する。 

 

・未知語を予想しなが

ら読むことができ

る。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・イグ・ノーベル賞の

意義と日常生活にお

いて最も重要な発明

について、本文の内

容にそって、説明す

ることができる。 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・対比を表す while を

理解し、適切に使う

ことができるか 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ８ 

(8時間) 

生き方・自然 

（人物伝） 

 

アラスカの原野

でたった一人で

撮影に臨む写真

家松本紀生さん

の生き方に学ぶ 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・写真家松本紀生さん

について読み、その

内容を口頭で要約す

る。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、本文の内容につい

て伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・英語での問に自分の

英語で答えることが

できる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ CD を聴いて概要を捉

えた後に質問に答え

る。 

 

・未知語を予想しなが

ら読むことができ

る。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・松本紀生さんについ

てインターネットな

どで調べたことや、

彼の写真を見ての感

想等をまとめて、発

表することができ

る。 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・関係代名詞 what の

使い方を理解して

いる。 

 

 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ９ 

(8時間) 

食文化・歴史 

（論説文） 

 

紅茶がどのよう

にイギリスの伝

わり、イギリス

とそこにかかわ

る国々の歴史に

どのような影響

を与えたのかを

知る。 

 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・紅茶の歴史について

の説明を読んで、そ

の内容を口頭で要約

する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、源氏物語の世界に

ついて伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・True or False?や

Activity の設問に正

しく答えることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

・ Q&A などにより本文

を読み進めながら内容

を理解する。 

 

・ポイントとなるディ

スコースマーカー

などを意識して読

むことができる。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・紅茶（イギリス文化）

と緑茶（日本文化）

を比較して、似てい

る点と異なる点を報

告することができ

る。 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・when(while)~ing の

表現を理解してい

る。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10 

(8時間) 

環境・日常生活 

（論説文） 

 

人間の体にとっ

て大切な水を私

たちがどのよう

に補給している

か。また乾燥し

た砂漠にすむ動

物たちにおいて

はどうか。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・水分摂取と健康につ

いての説明を読ん

で、その内容を口頭

で要約する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、空気自動車につい

て伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・ True or False?や

Activity の設問に正

しく答えることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

・ Q&A などにより本文

を読み進めながら内容

を理解する。 

 

・ポイントとなるディ

スコースマーカー

などを意識して読

むことができる。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・健康であるために日

常的にどのように水

分をとっているかに

ついて紹介すること

ができる。 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・否定を表す形容詞・

副詞（little, seldom, 

hardly など）の使い

方を理解している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Unit３ 

Lesson 11 

( 8時間) 

 

学習・科学 

（論説文） 

 

歴史に名を遺す

人物がどのよう

に偉業を成し遂

げたのかについ

て読み、自身の

目標実現に向か

って何ができる

かについて考え

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・モーツァルトとビル

ゲイツのそれぞれの

物事への取り組み方

を口頭で要約する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、空気自動車につい

て伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・ True or False?や

Activity の設問に正

しく答えることがで

きる。 

 

 

 

 

 

 

・ Q&A などにより本文

を読み進めながら内容

を理解する。 

 

・ポイントとなるディ

スコースマーカー

などを意識して読

むことができる。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・自身の目標実現に向

かって何ができるか

について考え、具体

的な行動計画を立て

てみる。 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・to + have + 過去分

詞の使い方を理解

している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 12 

(8時間) 

 

生き方・人権 

（人物伝） 

 

アメリカの奴隷

制度下における

奴隷のための

「地下鉄道」と

は何だったの

か、また奴隷達

のために命がけ

で戦ったハリエ

ット・タブマン

の功績について

知る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続ける。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらペアで伝え

合う。 

 

 

 

 

 

・ペア・ワークにおい

て、互いに協力しな

がら会話を続けて

いる。 

 

・ペアでの言語活動を

観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・「地下鉄道」について

の説明を読んで、そ

の内容を口頭で要約

する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・ペアで、メモに基づい

て、本文の情報につい

て伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・各パラグラフ内の英

文を正確に理解する

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

・ CD を聴いて概要を捉

えた後に質問に答え

る。 

 

・未知語を予想しなが  

ら読むことができ

る。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・ハリエット・タブマ

ンの功績に学び、信

念を貫くことについ

て、自分の意見を述

べることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

・関係代名詞の非制限

用法の使い方を理

解している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 13 

( 8時間) 

 

言語・国際社会 

（論説文） 

 

増えていく英語

の語彙について

の歴史や語形成

の仕組みについ

て知る 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらグループで

伝え合う。 

 

 

 

 

 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

 

・グループでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・英語の語彙の歴史に

ついて読み、その内

容を口頭で要約す

る。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・グループで、メモに基

づいて、本文の内容に

ついて伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・各パラグラフ内の英

文を正確に理解する

ことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ CD を聴いて概要を捉

えた後に質問に答え

る。 

 

・未知語を予想しなが  

ら読むことができ

る。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・ラテン語やギリシャ

語に起源を持つ英語

をいくつか調べ、相

手に説明することが

できる。 

 

 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・助動詞 might の使い

方を理解している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

  

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 14 

( 8時間) 

 

生き方・環境 

（スピーチ） 

 

ホセ・ムヒカ大

統領の生き方や

考え方から学ぶ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらグループで

伝え合う。 

 

 

 

 

 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

 

・グループでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・ホセ・ムヒカ大統領

についての説明を読

んで、その内容を口

頭で要約する。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・グループで、メモに基

づいて、自分の将来の

夢について伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・グループ活動におい

て他者の意見を聞き

議論することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

・ Q&A などにより本文

を読み進めながら内容

を理解する。。 

 

・ポイントとなるディ

スコースマーカー

などを意識して読

むことができる 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・ホセ・ムヒカ大統領

の生活の様子や考え

たから、「豊かさ」と

は何かについて自分

の意見を書くことが

できる。 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・強調構文の使い方を

理解している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

 

Lesson 15 

( 8時間) 

 

動物 

（エッセイ） 

 

イヌの習性につ

いて知り、共生

を考える。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながら会話を続け

る。 

 

・セクションごとの内容

に対する感想や意見に

ついて話すためのキー

ワードをワークシート

にメモし、それを参考

にしながらグループで

伝え合う。 

 

 

 

 

 

・グループ・ワークに

おいて、互いに協力

しながら会話を続

けている。 

 

・グループでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

 

・イヌの習性と人間と

の共生についての説

明を読んで、その内

容を口頭で要約す

る。 

 

・読んだことに基づき、

自分の意見をまとめ

て話そうとする。 

 

・各セクションの内容を

口頭で要約する。 

 

・グループで、メモに基

づいて、文化の違いに

ついて伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・読んだ内容を口頭で

要約することがで

きる。 

 

・読んだことに基づ

き、内容について話

すことができる。 

 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

り組み状況の判断

材料として活用す

る。 

 

 

「外国語理解の能力」 

 

・グループ活動におい

て他者の意見を聞き

議論することができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・直読直解の技能獲得に

向けて努力している。 

 

・未知語を予想しなが  

ら読むことができ

る。 

 

・定期考査の筆記テス  

トにおいて内容理

解を問う出題によ

り、内容理解ができ

ているかを判断す

る。 

「言語や文化についての知識・理解」 

 

・飼い主がどのような

視点でペットと向き

合うべきかについて

本文の内容にそっ

て、簡潔に説明する

ことができる。 

 

 

 

 

・本文中で用いられてい

る意味や用法を確認す

る。 

 

・as if 仮定法の使い

方を理解している。 

 

・定期テストの筆記テ

ストにおいて、知識

が身に付いている

かを判断する。 


